
* 村民の定住意向や人口減少等に対する意識調査

平成27年10月
栄村

（アンケート受託：（一財）長野経済研究所）

調査期間 平成27年9月1日～14日
対象者 栄村に住む18歳～79歳の590人
回収率等 回収318人、回収率53.9％ 1



１．属性情報 ２．年齢

無回答 0% 10% 20%

１．男

43.1%

16.4%

（137人）
（129人）

（52人）
10.7%
10.7%

5.7%
11.3%

5.3%

１．18〜24歳
２．25〜29歳
３．30〜34歳
４．35〜39歳
５．40〜44歳

２．女

40.6%
n=318

（137人）
（129人）

2.2%
5.3%

8.8%
9.7%

15.7%

６．45〜49歳
７．50〜54歳
８．55〜59歳
９．60〜64歳
10．65〜69歳

n=318

３ 居住地区

8.2%
3.1%
3.1%

11. 70〜74歳
12. 75〜79歳

無回答

３．居住地区

４．同居の家族構成（複数回答）17.9%

0% 10% 20% 30%

１．豊栄

２ 水内 25.5%

21.4%

20.1%

10.4%

２．水内

３．西部

４．東部

５．秋山 n=318

38.1%

32.1%

29 6%

0% 10% 20% 30% 40%

３．父母

１．配偶者

２ 配偶者と子
4.7%無回答

29.6%

12.6%

11.0%

6.6%

2.5%

２．配偶者と子

４．祖父母

５．兄弟姉妹

６．なし（未婚で一人暮らし）

７．なし（既婚その他で一人暮らし） n 318.5%

4.4%

4.4%

８．その他

無回答

n=318
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５．出身地、故郷としている場所

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

68.9%

12.6%

１．栄村

２．長野県内

３ 長野県外

40人のうち、飯山市30.0％、長野市25.0％、上田市7.5％、中野市5.0％

219人

17.9%

0.6%

３．長野県外

無回答 n=318

57人のうち、新潟県36.8％、東京都10.5％、埼玉県7.0％、神奈川県7.0％

６．長野県内出身の内訳 ７．長野県外出身の内訳

36.8%

0% 10% 20% 30% 40%

新潟県

30.0%
25.0%

7.5%
5.0%

0% 10% 20% 30% 40%

飯山市

長野市

上田市

中野市

10.5%
7.0%
7.0%

3.5%
3.5%

東京都

埼玉県

神奈川県

京都府

佐賀県

2.5%
2.5%
2.5%
2.5%
2.5%

伊那市

下高井郡

佐久市

山ノ内町

松本市

信濃町

3.5%
3.5%

1.8%
1.8%
1.8%

静岡県

大阪府

岡山県

熊本県

群馬県
2.5%
2.5%
2.5%
2.5%
2.5%
2 5%

信濃町

諏訪市

須坂市

豊田村

豊野町

箕輪町
n=40

1.8%
1.8%
1.8%
1.8%
1.8%

山梨県

秋田県

石川県

千葉県

福井県 n=57
2.5%
2.5%
2.5%

箕輪町

木島平村

野沢温泉村

3

1.8%
1.8%

5.3%

福岡県

兵庫県

無回答



移住や定住 関する質問移住や定住に関する質問
・移住の経験
・村に対する満足度
・住みたい・住みたくない理由
・人口減少、少子高齢化に対する村民意識など
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８．過去の移住の経験の有無、その理由

無回答

3 5%

35.1%

30.9%

0% 10% 20% 30% 40%

１．就職・転職

２．進学

１ ある

２．ない

35.5%

3.5%

194人

113人

18.0%

11.3%

6.2%

1%

３．結婚

４．仕事上（転勤など）

６．家族の理由

７ 移住目的１．ある

61.0%
n=318

4.1%

0.0%

2.1%

1.5%

７．移住目的

５．自身の健康上の理由（病気療養など）

８．その他

無回答

n=194

９．初めて就職（あるいは開業）したときの居住地

（長野県内）

34.6%

14.4%

0% 10% 20% 30% 40%

長野市

飯山市

0% 10% 20% 30% 40%

9.6%

4.8%

3.8%

3.8%

中野市

上田市

山ノ内町

須坂市

104人の回答のう

ち上位7位まで

25.8%

32.7%

31.1%

0% 0% 0% 30% 0%

１．栄村

２．栄村以外の長野県内

３．長野県外

（82人）

（104人）

（99人）

2.9%飯田市

37.4%

0% 10% 20% 30% 40%

東京都
0.6%

9.7%

４．その他

無回答 n=318 14.1%

9.1%

8.1%

新潟県

愛知県

神奈川県

埼 県 6.1%

6.1%

3.0%

埼玉県

千葉県

大阪府

99人の回答のうち

上位7位まで
（長野県外）
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10．結婚した時の居住地（婚姻経験のある方のみ）

（長野県内）
45.7%

17 1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

長野市

飯山市

66.5%

18.3%

13.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１．栄村

２．栄村以外の長野県内

３．長野県外

（127人）

（35人）

（25人）

17.1%

8.6%

5.7%

飯山市

中野市

須坂市

35人の回答のうち

上位4位まで

0.0%

2.1%

４．その他

無回答

（長野県外）
32.0%

20.0%

16 0%

0% 10% 20% 30% 40%

東京都

新潟県

神奈川県平成 年 月 日の栄村の人口ピラミ ド 16.0%

8.0%

8.0%

8.0%

神奈川県

愛知県

埼玉県

千葉県

25人の回答のうち

上位4位まで

0 20 40

84
87
90
93
96
99

（人）
（歳）

男性 女性
老
年
人
口

平成26年10月1日の栄村の人口ピラミッド

・５のアンケート回答者の属性では、7割弱の村民が「栄村出
身」と答え、村外出身だと長野県内では飯山市、長野市、県外
だと新潟県が多い。
・８の過去の移住の経験については「就職・転職」「進学」の60

63
66
69
72
75
78
81
84

老年人口

が全体の

約半数を

占める

８の過去の移住の経験については「就職 転職」「進学」の
回答割合が多く、高校や大学などを卒業後に村をいったん離れ
るといった姿が推察される。９の「就職（あるいは開業）」し
た場所としては県内では長野市、県外では東京都と答える人が
多い。
10の結婚した時の居住地では 66 5％が本村でという回答で36

39
42
45
48
51
54
57
60

生
産
年
齢
人
口

・10の結婚した時の居住地では、66.5％が本村でという回答で、
県内では長野市、県外では東京都という人が多い。
・村民属性をみると概ね本村の出身であるが、８で「村外に住
んだことがある」（一時的移住）と回答した人も61％あった。
近隣の長野市や飯山市、県外では東京都、新潟県と個人的ある

12
15
18
21
24
27
30
33
36

年

20歳代が

極めて少ない

6

いは仕事上の事情でなんらかの結びつきがあって移り住んだと
思われる。人口ピラミッド（左図）でもみられる若年層の少な
い背景にはついては、本アンケートの回答からも推察できる。

02040
0
3
6
9
12

（人）

年
少
人
口

（資料）長野県「毎月人口異動調査」



11．栄村のどんなところに満足しているか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%n=318

32.1%

57.2%

11.0%

36.2%

39.3%

26.4%

30.5%

37.4%

1．住民の温かさ

2．自然や緑

3．日常の生活環境

4．栄村の食べ物の味

15.7% 22.0% 36.5%

35.2%

52.8%

40.3%

40 3%

22.0% 9.4%

5．温泉やスキー場などの施設

6．医療・福祉サービス、施設の充実度

7．物価の水準

8．役場の職員の対応

9 子どもの教育環境

10.4% 35.5%

40.3%

45.3%

38.7%

35.5%

26.7%

29.6%

9．子どもの教育環境

10．子育て環境や子育て支援策

11．公共交通の利便性

12．買物の利便性

13．携帯電話やパソコンの通信環境 10.4%

37.1%

35.5%

34.0%

42.8%

41.8%

30.5%

22.6%

23.3%

10.7%

3 携帯電話や ソ ンの通信環境

14．生活上のプライバシー

15．就労環境（希望する業種、職種や条件）

16．治安の良さ

17．村の観光施策

50.9%

46.9%

49.7%

25.2% 17.6%

18．転入者に対する受け入れ態勢

19．起業・開業しやすい環境

20．行政に対する親しみ

とても満足している やや満足している どちらともいえない やや不満である とても不満である 無回答とても満足している やや満足している どちらともいえない やや不満である とても不満である 無回答
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「どちらともいえない」「無回答」の回答割合が大きい場合、各項目の満足度を正確に測れないといった問
題を排除するため、各項目について次頁のように点数化し、どの程度満足しているかを再度考察してみる。



311

431

338 327

300

400

500

不満のない状態

度数238.5点

超満足な状態

不満のない状態

度数238.5点

超満足な状態

不満のない状態

度数238.5点

超満足な状態

点

※ここでは、満足度を次のように定義して点数化してみる。

〔満足度の状態（点数化）〕

55
81

14 18

11

16

110

0

100

200

300

概ね満足な状態

※ 、満足度を次 よう 定義 点数化 みる。

318人のうち半数159人（50％）が満足し、残りの159人はどちらとも

いえないと回答した場合を「不満のない状態」とする。また、満足し

ている人のうち、「とても満足している」人を半数79.5人とし点数を2
倍に、「やや満足している」人を半数79.5人とし等倍とする。

「どちらともいえない」は0点
「やや不満である」は―1点 ‐14 ‐18 ‐16 ‐34

‐264 ‐278

‐41

‐200

‐66 ‐65

‐181

‐67

400

‐300

‐200

‐100

不満度の大きさの方向

「やや不満である」は 1点
「とても不満である」は―2点
無回答は除く

※この方法で満足度を数値化すると

不満のない状態点数＝（79.5人×2点＋79.5人×1点＋159人×0
点）＝238 5点となる ‐400

1
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住
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や
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日
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．
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．
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．
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．
役
場
の
職
員

9
．
子
ど
も
の
教

1
0
．
子
育
て
環

1
1
．
公
共
交
通

1
2
．
買
物
の
利

1
3
．
携
帯
電
話

1
4
．
生
活
上
の

1
5
．
就
労
環
境

1
6
．
治
安
の
良

1
7
．
村
の
観
光

1
8
．
転
入
者
に

1
9
．
起
業
・
開

2
0
．
行
政
に
対

点）＝238.5点となる

各項目の「満足度」に応じて点数化すると、

例えば、「１．住民の温かさ」は311点になる

「とても満足している」102人×2点＝204点
「やや満足している」 125人×1点＝125点
「どちらともいえない」63人×0点＝0点
「やや不満である」 8人×（ 1点） 8点 さ 環

境
物
の
味

ー
場
な
ど
の
施
設

サ
ー
ビ
ス
、
施
設
の
充
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対
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「やや不満である」 8人×（‐1点）＝‐8点
「とても不満である」 5人×（‐2点）＝‐10点
これらを合計した311点は、「不満のない社会」238.5点を72.5点上

回る「超満足な項目」となる

充
実
度

策 信
環
境

職
種
や
条
件
）

態
勢

・この点数化作業でもう一度各項目の満足度をみてみると、不満のない状態度数（238.5点）を上回る「超満足」は
「１．住民の温かさ」「２．自然や緑」「4．栄村の食べ物の味」「16.治安の良さ」であった（上図）
・一方で、不満度の大きい項目で目立っているのは「11.公共交通の利便性」「12.買い物の利便性」「15.就労環境」
「19.起業・開業しやすい環境」となっている。
・本村が、不満度の大きい項目について、どのように対応していったらよいかを総合戦略の中に盛り込んでいく必要が

8

本村が、不満度の大きい項目について、どのように対応していったらよいかを総合戦略の中に盛り込んでいく必要が
あると思われる。



12．栄村に対する総合的な満足度

6 9% 46 5% 36 8% 7 9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6.9% 46.5% 36.8% 7.9%

１．とても満足している ２．やや満足している ３．やや不満である

４．とても不満である 無回答 n=318

13．栄村への定住意欲度

41.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１．ずっと住みたい

度 村 も 将来的 栄村 住
（133人）

将来的とはいつ頃のイメージか
の回答

①ある程度村外の生活に満足し8.5%

15.7%

32.4%

２．一度は村外に出ても、将来的には栄村に戻って住みたい

３．住みたくない

４．わからない・その他
n=318

（133人）
（27人）

（50人）

（103人）

①ある程度村外の生活に満足し
たら・・・14人（51.9％）
②結婚したら・・・1人
（3.7％）
③子どもができたら・・・1人
（3.7％）

1.6%無回答

14．栄村に住みたい理由（5つまでの複数回答）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

（3.7％）
④子どもが独立したら・・・1人
（3.7％）

62.5%
46.3%

33.1%
32.5%

29 4%

５．生まれ育った場所で、生活に慣れているから

６．栄村の風土や食べ物が好きだから

１．（自分の意思で）両親や祖父母の近くで生活したいから

８．災害や犯罪が少なく安全だから

11 家の心配がないから 29.4%
25.6%

21.9%
21.9%

11.9%

11．家の心配がないから

７．栄村に貢献したいから

３．長男・長女だから

４．友人が多いから

10．村外に住んだことがなく、村外は不安だから 160人の5つまでの複数回答
※14は複数回答につき 合計

4.4%
3.8%

8.1%
1.3%

２．（親の意思で）地元で生活するように言われているから

９．働きたい会社があるから

12．その他

無回答

回答総数482
（無回答は回答数から除く）

※14は複数回答につき、合計
が100％にならないことに注
意
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15．栄村に住みたくない理由（5つまでの複数回答）

78.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

10. 冬の生活が大変だから

60.0%

34.0%

30.0%

28.0%

２．買い物などが不便だから

３．働きたい会社がないから

６．魅力あるイベント、遊ぶ場などが少ないから

４．街に活気がないから

若 世代が少な から 28.0%

26.0%

24.0%

22.0%

14 0%

８．若い世代が少ないから

７．通学、通勤が不便だから

12．子どもが少ないことから、コミュニケーション等の能力成長が心配だから

11．子どもに優秀な教育を受けさせられないから

５ 親と別々に住みたいから
住みたくないと回答した50人の5つまでの複数回答。

答総数14.0%

10.0%

8.0%

24.0%

2 0%

５．親と別々に住みたいから

９．栄村の風土が好きではないから

１．都会に興味があるから

13．その他

無回答

回答総数193
（無回答は回答数から除く）

16．栄村以外に住んでみたい場所

2.0%無回答

※15は複数回答につき、合計が100％にならないことに注意

無回答
20.0%

24人のうち

長野市10人
中野市3人
安曇野市、松本市

１．長野県

内
48.0%２．長野県

外
32.0%

n=50

安曇野市、松本市

など他各1人
16人のうち

関東エリア4人
京都府2人
新潟県2人
大阪市1人 n=50大阪市1人
外国1人など
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17．今後5年以内に栄村から転出する予定について

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

あ （ 人）

・今後5年以内に栄村から転出する予定の有無につい
は 「ある と答えた人が8 2％にとどま たが8.2%

48.4%

32.4%

１．ある

２．ない

３．わからない

（26人）

n=318

ては、「ある」と答えた人が8.2％にとどまったが、
「わからない」と答えた割合も3割超にのぼった。
・「わからない」と答えた理由に具体的な記述は少
なかったが、「（村外に住んでいる）子どもと将来
的に住みたい」といった家族の理由もあり、18の転

11.0%無回答
n=318

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
（転出予定の場所）

出予定の理由と重なるものもあった。

65.4%

15.4%

7.7%

１．栄村以外の長野県内

２．長野県外

３．その他

無回答

17人のうち

長野市、松本市各

3人、飯山市2人

4人のうち

新潟県、愛知県、東京都、

福岡県各1人

18．転出する予定がある場合、そのもっとも大きな理由
0% 10% 20% 30% 40%

11.5%無回答

（栄村以外で就職 転職を考える理由）
34.6%

34.6%

7.7%

7.7%

3.8%

１．就職・転職

４．仕事上（転勤など）

６ . 家族の理由

７．移住目的

３．結婚

（9人）

55.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１．村内企業には希望する業種、職種がないから

（栄村以外で就職・転職を考える理由）

3.8%

0.0%

3.8%

3.8%

５．自身の健康上の理由（病気療養など）

２．進学

８．その他

無回答

n=26

55.6%

22.2%

22.2%

２．村内企業では希望する条件に合わないから

３．村内では気軽に住めるアパートや住宅がない

から

５．賃金が魅力だから

22.2%

33.3%

６．通勤が便利だから

10．その他

9人のうち３つまでの複数

回答。

回答総数19

11



19．人口減少、少子高齢化が止まらない要因（村民の意識）（3つまでの複数回答）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

村内に働く場が限られ 結局村外に出 かざるを得なくな たから 83.0%

37.7%

５． 村内に働く場が限られ、結局村外に出ていかざるを得なくなったから

９． 村がこの深刻な問題に対してしっかり取り組んで来なかったから

（264人）

（120人）

28.3%

28.0%

１． 都会の魅力が強すぎて、一度出て行った若者が帰ってこないから

７． 賃金や労働環境等が他市町村と見劣りし、転居を伴って村外に出て行く

人が多いから

25.2%

23 0%

10. 村民がこの深刻な問題に対してしっかり考えて来なかったから

２ 男女ともに未婚率が高くなってきたから

n=318
３つまでの複数回答。

回答総数881（73人）23.0%

14.8%

２． 男女ともに未婚率が高くなってきたから

６． 村外での異性との出会いが多く、その多くが結婚を機に村外に出て行っ

てしまうから

４ 子育て等にかかる経済的負担を心配して 出産する子どもの数が少なく

回答総数881
「わからない」「無回答」「そ

の他」はグラフから除く

（73人）

12.6%

9.4%

４． 子育て等にかかる経済的負担を心配して、出産する子どもの数が少なく

なっているから

３． 男女ともに晩婚化が進み、とりわけ女性の晩婚化により出産する子ども

の数が減ってしまうから
（30人）

3.5%８． 女性の社会進出が高まり、キャリアを求めて村外に出て行ってしまうから

・村民の意識では、「働き口」の限られていることが人口減少が止まらない要因と考えている回答数が8割を超えている。

※19は複数回答につき、合計が100％にならないことに注意 12

・「都会に出て行った若者が帰ってこない」「未婚率の高さや村外での異性の出会いが多い」といった、若者の社会動態や婚
姻事情についてを要因としてあげている割合も相応伺われる。



20．未婚化、晩婚化の進んでいると思う理由（村民の意識）（5つまでの複数回答）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

66.3%

57.6%

52.2%

４．若い人の中に、積極的に結婚しようという意識が減ってきていると思うから

３．若い人が少なくなって、出会いも限られると、婚姻数も当然減ってくるから

２．結婚しようにも、これまで適当な相手に巡り会う機会が少なかったのではと思…

42.4%

40.2%

27.2%

５．若い人が、相手との人間関係を築くことを面倒くさがったり、煩わしいと思うよ…

10．「自由で気楽な独身生活」に人生の価値観を置くようになってきたから

９．家庭を持つ前に経済力がないから

25.0%

18.5%

14.1%

６．「結婚する、結婚しない」ということに世間のこだわりが少なくなったから

７．若者の親離れができていないから

14．将来の子育ての経済的負担を心配しているから

１ 仕事等により結婚に向けた行動をする時間的余裕がないから 12.0%

7.6%

5.4%

5 4%

１．仕事等により結婚に向けた行動をする時間的余裕がないから

８．親の子離れができていないから

11．仕事で成功を収めるために「結婚より仕事」に価値観を置くようになってきた…

12 親の介護に時間を取られ 結婚する時期を逸してしまったから

n=103
５つまでの複数回答。

回答総数3505.4%

3.3%

1.1%

2 2%

12．親の介護に時間を取られ、結婚する時期を逸してしまったから

13．将来の家事への負担感を心配しているから

15．将来の子育ての精神的、肉体的負担感を心配しているから

16 その他 2.2%

5.4%

16．その他

無回答

・未婚化、晩婚化の進行については、若者の出会いの機会の減少に加え、異性間のコミュニケーション機会と能力の低下、

13※20は複数回答につき、合計が100％にならないことに注意

未婚化、晩婚化 進行 、若者 出会 機会 減少 加え、異性間 ケ ショ 機会 能力 低下、
結婚観の変化など、様々な要因をあげている。



21．人口減少、少子高齢化問題を解決していくために村が取り組むべきこと（村民の意識）
（5つまでの複数回答）

0% 10% 20% 30% 40% 50%

施策の方向性
（一例）

40.9%

39.9%

37.4%

15．空き家の活用を積極的に内外にPRする

13．近隣の飯山市、新潟県の津南町と一緒に取り組むべきである

１．1社でも、2社でも村外から企業を誘致し、助成金など優遇策を行う

移住、起業

広域連携
（観光、仕事）

28.0%

26.4%

23.6%

14．移住目的で来た人（家族）、Ｕターン者に対して、助成制度を作る

３．思い切って、村内の若者のアイディアを優先的に採用し地域振興策を若者中心

に委託する

８．第2子、第3子と子どもを多く産んでくれた家庭に出産お祝い金を増額する

（観光、仕事）

仕事、移住

移住

23.3%

22.0%

21.1%

16．農地の活用を積極的に内外にPRする

９．子育てファミリーに助成金や日用品の買物が割引になるような支援策を行う

７．結婚して村内に住むカップルにお祝い金を支給する

地域振興、
むらおこし

出産、子育て21.1%

20.1%

17.9%

15 7%

結婚して村内に住むカップルにお祝い金を支給する

10．全国に「村の職員募集」と銘打って、村外からの若い職員を採用する

６．「ふるさと納税」を活用してPRに注力しイメージをアップさせる

12 新婚用 若者夫婦用にモダンな住居を提供する

出産、子育て

結婚

15.7%

15.4%

11.6%

9 4%

12．新婚用、若者夫婦用にモダンな住居を提供する

11．村内に定住してもらうために、村外の企業に通勤する人には通勤補助金を支給

する

４．テレビなどメディアをうまく活用して知名度をアップさせる

５ 映画やドラマのロケ地に最適 マスコミにどんどんPRする
n=318

9.4%

6.3%

5.0%

５．映画やドラマのロケ地に最適、マスコミにどんどんPRする

17．外国人に栄村の良さを世界中に口コミ（インターネットなど）で発信してもらう

２．「ゆるキャラ」を作って、イメージや知名度をアップさせ、まずは観光に力を入れる

18 その他

５つまでの複数回答。

回答総数1201

13.5%

6.9%

18．その他

無回答

※21は複数回答につき、合計が100％にならないことに注意 14



0% 10% 20% 30% 40%

22．村民であるあなたが取り組むこと（村民の意識）（5つまでの複数回答）

35.8%

33.0%

30.2%

１． 自分の子どもに介護の負担をかけないように、体づくりに励む

６． 子どもたちに村の歴史や文化をしっかり伝え、村への愛着を高める

２． 自分も村の観光施策に積極的に協力する

り たちと協力 地域ぐる 育 を ポ する 26.7%

22.3%

21.7%

21.7%

４． 周りの人たちと協力して地域ぐるみで子育てをサポートする

９． 農地の活用について村に積極的に協力する

８． 空き家の活用について村に積極的に協力する

11．友人に秋山郷などの観光スポットを紹介して、まずは友人に来てもらう 21.7%

19.8%

18.2%

11.9%

11．友人に秋山郷などの観光スポットを紹介して、まずは友人に来てもらう

３． 村のPRになるような「食」を作る、または名物料理を作る

10．村外にいる村出身者に積極的にＵターンを促す

７． 自分もインターネットを使って、国内外に栄村の良さをPRする
318

4.1%

20.1%

7.2%

6 9%

５． 外国語を勉強して、村に来た外国人に少しでも観光案内をしてあげる

12．わからない、特に思い当たらない

13．その他

無回答

n=318
５つまでの複数回答

回答総数868

6.9%無回答

「村に貢献してきた高齢者を大事にする」
など

・村民は「村の施策」に対して協力する姿勢を示していると考えることができる。すなわち、総合戦略の策定
と実行に対しては、村民と意識や価値観を共有しながら進めていくことが必要と考える。

15※22は複数回答につき、合計が100％にならないことに注意



結婚 関する質問（独身者）結婚に関する質問（独身者）
・結婚観
・婚活

16



23．結婚希望の有無（再婚希望も含む）

53 5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１ 思う （ 人）53.5%

15.0%

12.6%

１．思う

２．思わない

３．わからない

答
n=127

（68人）

（19人）

24．結婚したい理由（３つまでの複数回答） 25．結婚したくない理由（３つまでの複数回答）
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 0% 10% 20% 30% 40% 50%

18.9%無回答
n 127

66.2%

54.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

２．自分の家族や子供が持てる

１．好きな人と暮らせる

精神的な安らぎ 場を持 る

42.1%

31.6%

26.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

４．行動や生き方が自由で、趣味も、娯楽も楽し

めるから

６．結婚したいと思える相手がいない

12．親の介護など自分以外の家族の都合や妨

げとなることがあるため51.5%

41.2%

16.2%

９．精神的な安らぎの場を持てる

３．親を安心させられる

５．老後の安心を得たい
n=68

複 答

15.8%

15.8%

10.5%

げとなることがあるため

２．経済的に自由がきく

13．結婚後、家や地域のしがらみや風習が嫌だ

から

３．家族を養うほどの収入がない

19
14.7%

10.3%

６．社会的な信用を得られる

８．健康的な生活が送れそう

３つまでの複数回答

回答総数186
上位7位まで

10.5%

10.5%

10.5%

８．世の中に単身者向けの商品・サービスが充

実していて結婚しなくても困らない

10．独身でいるほうが、異性との交際が自由

11．独身でいるほうが、友人との交際範囲が広

がる

n=19
３つまでの複数回答

回答総数39
上位6位まで

トップは「自分の家族や子供が持てる」、次いで「好きな人
と暮らせる」となっている。家族志向の強さが伺われる。
（cf. 2014年明治安田生活福祉研究所の全国調査（サンプ
ル数810人）では、トップは「好きな人と暮らせる」、次い

トップは「行動や生き方が自由で、趣味も、娯楽も楽しめるか
ら」、次いで「結婚したいと思える相手がいない」となっている。
独身貴族を楽しみたいという意見がある一方で、相手がいないと
する回答率が3割を超えている。「結婚したい」とする裏返しの回

で「自分の家族が持てる」になっている） 答になっている可能性もある。
（cf. 2014年明治安田生活福祉研究所の全国調査（サンプル数
470人）では、トップは「ひとりでいる方が気楽」になっている）

17
※24，25とも複数回答につき、
合計が100％にならないことに注意



26．交際している人の有無

26 0%

0% 10% 20% 30% 40%

４ 異性の友人は何人かいる （33人）26.0%

8.7%

7.9%

0 8%

４．異性の友人は何人かいる

２．結婚を前提に交際している人がいる

３．結婚は考えていないが特定の交際をしている異性がいる

１ 婚約者がいる

n=127

（33人）

（11人）

（10人）

（1人）0.8%

35.4%

21.3%

１．婚約者がいる

５．いない

無回答

（1人）
（45人）

27．交際している人と出会ったきっかけ

22 7%

0% 10% 20% 30%

１ 職場や仕事の関係で

28．上図で４，５と答えた人の婚活状況

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%22.7%

18.2%

18.2%

9.1%

１．職場や仕事の関係で

４．友人の紹介

５．サークル活動や習い事、ボランティア活

動などで

３．小中高時代のいずれかの友人、あるい

は幼なじみ

7.7%

5.1%

75.6%

2.6%

１．今、婚活中である

２．以前は婚活していたが今はしていない

３．今も以前も婚活はしていない

４．その他

4.5%

4.5%

4.5%

は幼なじみ

２．大学時代に

８．婚活パーティー、合コン等で

９．ＳＮＳや出会い系サイトを通じて

n=22

9.0%

そ 他

無回答 n=78

4.5%11．わからない、覚えていない

・独身者127人に交際している人の有無を尋ねたところ（上図の26）、特定の異性の人がいないと答えた割合が78人（61.4％）に
のぼる（ほかに無回答が21.3％）
・そのうち 「現在婚活をしていない」と回答した割合は8割を超えている

18

そのうち、「現在婚活をしていない」と回答した割合は8割を超えている。
・23の結婚希望の有無の回答では「結婚したい」と答えた割合が過半数を超えていた。「結婚したい」が「彼女・彼氏がいな
い」それでも「婚活をしていない」という姿が浮き彫りになっている。
・「婚活」については、そもそも婚活する機会がないのか、若者が婚活を結婚に向けての出会いと考えていないからなのか、不
明である。このあたりが、婚活パーティーを行政がどのように支援していくべきか難しい問題といえる。



29．出会いのために婚活中であると答えた人の婚活内容

33.3%

33 3%

0% 10% 20% 30% 40%

１．ネット婚活サイトへ登録している（ＳＮＳを含む）

３ 合コン・街コンなどに参加している

n=6
複数回答

（いくつでも）

回答総数8 33.3%

33.3%

16.7%

0.0%

16 7%

３．合コン・街コンなどに参加している

５．親、親戚、友人などに異性の紹介を依頼している

４．サークル活動やクラブ活動・習い事等に参加して結婚相手を見つけている

２．結婚相談所へ登録している

６ その他

回答総数8

16.7%６．その他

30．結婚するとしたら、どこで住みたいか

7.1%

0% 10% 20% 30% 40%

１．村内の方と結婚して、村内に住みたい （9人） 相手の居住先を問わず、結婚後は村外に住みた
26.0%

2.4%

28.3%

36.2%

２．村外の方と結婚して、村内に住みたい

３．村内の方と結婚して、村外に住みたい

４．村外の方と結婚して、村外に住みたい

無回答
n=127

（33人）

（36人）

（46人）

（3人）

※31は複数回答につき

いと答えた人（３，４）は31.7％、一方、居住
地よりも村外の相手と結婚したい答えた人（２，
４）は54.3％と過半数を超えている。

31．「村外に住みたい」理由は何か（３つまでの複数回答）

61.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

７． 買物、病院など日常生活上、村内では不便だから

※31は複数回答につき、
合計が100％にならないことに注意

46.2%

41.0%

35.9%

２． 仕事上、村外に住んだほうが通勤等に便利だから

４． 村内だと、周りの目が気になるから

９． 結婚しても村に住む経済的なメリットがないから

20.5%

15.4%

10.3%

５． 相手が村外出身者の場合、村内で住むことに同意してもらえそうもないから

６． 新婚家庭向けの住居が見当たらないから

８． 村が嫌ではないが、結婚を機に一度、村から出て住んでみたいから

お 親や親戚とは 離を置きた から

n=39
３つまでの複数回答7.7%

5.1%

5.1%

１． お互いの両親や親戚とは距離を置きたいから

３． 知らない人の多い他のところで住んだほうが、新婚生活が新鮮だから

10．その他

３つまでの複数回答

回答総数97

19



出産 子育 関する質問出産、子育てに関する質問
・理想の子どもの数と実際に産み育てられる子どもの数
・行政に子育て支援策として望むこと
・出産、子育てにあたっての自由意見

20



3.00

32．村民に尋ねた理想的な子どもの数

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

人

平成15～25年までの合計特殊出生率の推移
（長野県、全国との比較）

〔参考〕

1 50

2.00

2.50
栄村 長野県 全国2.5%

28.0%

48.4%

5.0%

１．１人

２．２人

３．３人

４．４人

人 加

2.70

0.50

1.00

1.500.9%

0.6%

0.6%

13.8%

５．５人

６．６人以上

７．０人

無回答

n=318
無回答44を除き、

有効回答数274

※加重平均2.70人

0.00
H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

（資料）厚生労働省「人口動態調査」、長野県「毎月人口異動調査」

33．実際に産み育てられる子どもの数
（今後出産 定 な れま 産 育 た も 数）

※∑（子どもの数×回答者数）÷（総回答数－無回答）＝739÷274＝2.70

合計特殊出生率 年 均 推移

2.00

2.20
全国 長野県 栄村

（今後出産予定のない人は、これまでに産み育てた子どもの数）

9.4%

40.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１．１人

２．２人

合計特殊出生率の5年平均の推移
（長野県、全国との比較）

1.40

1.60

1.80
40.6%

30.8%

2.5%

0.0%

0.3%

人

３．３人

４．４人

５．５人

６．６人以上
n=318
無回答46を除き

※加重平均2.28人

1.20
S58‐S62 S63‐H4 H5‐H9 H10‐H14 H15‐H19 H20‐H24

（資料）人口動態保健所・市町村別統計

※ベイズ推定値、但し全国のS58～H14は、各期間の中央の年次における値

0.3%

1.9%

14.5%

６．６人以上

７．０人

無回答

無回答46を除き、

有効回答数272

※∑（子どもの数×回答者数）÷（総回答数－無回答）＝620÷272＝2.28

理想の子どもの数2.70－実際に産み育てられる子どもの数2.28＝0.42の差を埋めていくための支援策をどう考えていくか。
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第1位 第2位 第3位 総合点数

世帯収入など経済的事情のため 110 38 34 440

高等教育期間（高校・大学）において教育等にお金が
32 45 40 226

0 100 200 300 400 500

実際に産み育てられる子どもの数と理想の子どもの数の差として考えられる要因（村民意識）

（総合得点）

34. 実際に産み育てられる子どもの数と理想の子どもの数の差として考えられる要因（村民意識）

高等教育期間（高校 大学） お 教育等 お金
かかりすぎるため

32 45 40 226

仕事と子育ての両立が難しいから 30 39 27 195

年齢や健康上の理由 34 22 23 169

自分や配偶者の仕事（勤めや家業）の事情 15 37 31 150

440

226

195

169

150

世帯収入など経済的事情のため

高等教育期間（高校・大学）において教育等にお金がかかりすぎるため

仕事と子育ての両立が難しいから

年齢や健康上の理由

自分や配偶者の仕事（勤めや家業）の事情
家事・育児の協力者がいないため 4 16 21 65

子どもがのびのび育つ環境ではないため 5 10 10 45

公園や道路の安全対策などが不十分で子どもが安心
して遊べる環境でない

5 4 9 32

義務教育期間（中学まで）において教育等にお金がか
かりすぎるため

2 12 15 45

150

65

45

32

45

自分や配偶者の仕事（勤めや家業）の事情

家事・育児の協力者がいないため

子どもがのびのび育つ環境ではないため

公園や道路の安全対策などが不十分で子どもが安心して遊べる環境でない

義務教育期間（中学まで）において教育等にお金がかかりすぎるため

今いる子どもに手がかかるため 4 7 2 28

保育所など子どもを預ける先がないため 2 6 7 25

総回答数 243 236 219

28

25

今いる子どもに手がかかるため

保育所など子どもを預ける先がないため

総合得点＝（第1位にあげた回答数×3点）＋（第2位にあげた回答数×2点）＋（第3位にあげた回答数×1点）

35 出産 子育てを支援するために行政に充実してほしいこと（３つまでの複数回答）

49.7%

46.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１．正規雇用の推進など若い世代の経済的安定化

８．保育料や教育費、子ども医療費の減免など経

済的負担の軽減

35. 出産、子育てを支援するために行政に充実してほしいこと（３つまでの複数回答）

26.1%

25.8%

24.5%

７．保育所や認定こども園の整備など働きながら子

育てできる環境整備

４．若い世代への結婚相談・婚活支援・結婚資金

の支援など結婚に対する支援

２．若者の就職活動から就職後のキャリア形成に

至るまでの雇用対策

18.2%

13.2%

7.9%

３．残業時間の短縮や休暇の取得促進などワーク

ライフバランスの推進

６．妊娠、出産から子育てまで切れ目のない相談

支援体制の整備

９．いじめや犯罪などから子どもを守る施策 有効回答者257人のう

ち ま 複数 答
7.5%

2.5%

５．不妊治療や産後ケアなど妊娠・出産に対する

支援

10．その他

ち、３つまでの複数回答

総回答数705
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※35は複数回答につき、
合計が100％にならないことに注意



35. 栄村は子育てしやすい（しやすそうな）村かについて

11.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１．そう思う

２ どちらかといえばそう思う 49.4%

17.0%

7.2%

14.8%

２．どちらかといえばそう思う

３．どちらかといえばそう思わない

４．思わない

無回答

n=318
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（ 8歳未満 お子様を）子育 中 方（18歳未満のお子様を）子育て中の方に
尋ねた質問

・子育てに関わる人は
・出産、子育てにあたって仕事をどうしたか
・仕事への復帰意欲とその条件など

24



55.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１． 日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

37. 日頃子どもをみてもらえる親戚、知人はいるか（複数回答）

39.0%

15.3%

1.7%

6.8%

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

５．いずれもいない

無 答

n=59
あてはまるものすべて

複数回答

回答総数70
6.8%無回答

回答総数70

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

38. 日常的に子育てに関わっているひと、あるいは施設（複数回答）

37 38を見る限りは 本村 子育 環境は55.9%
32.2%

30.5%
23.7%

3.4%

１．父母とも

５．保育園

３．主に母親

４．主に祖父母

２．主に父親

n=59
あてはまるものすべて

複数回答

・37、38を見る限りは、本村の子育て環境は
概ね良好と言える。
・一方で、39ではほぼ半数が「仕事を辞め
た」と回答し、40の仕事を辞めた理由では
「勤務先や仕事の状況から子育てと両立でき

3.4%
8.5%

６．その他

無回答

複数回答

回答総数88

39. 妊娠、出産をきっかけに自分の仕事をどうしたか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

40. 仕事を辞めた理由（２つまでの複数回答）

ない」といった回答が6割にのぼる。

47 5%

0% 20% 40% 60%

１ 辞めた （28人）

60.7%

35.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

３．勤め先や仕事の状況から働き続けるのが

難しかったため

１．子育てや家事に時間をとりたかったため

47.5%

35.6%

10.2%

6.8%

１．辞めた

２．辞めなかった

３．もともと勤めていなかった

無回答

（28人）

（21人）

n=59

10.7%

7.1%

3.6%

６．体力面で厳しかったため

２．子育てや家事に対して周囲の支援が得ら

れなかったため

４．家庭と両立する努力をしてまで仕事を続

けたいと思わなかったため
「辞めた」と答えた

人のうち

3.6%

10.7%

けたいと思わなかったため

５．配偶者など家族が希望したため

７．その他

28人のうち、２つ

までの複数回答

回答総数37

25
※37,38,40とも複数回答につき、
合計が100％にならないことに注意



41. お子さんが3歳になるまでにつかった制度や施設（複数回答）

22.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１．産前・産後休業制度

18.6%

16.9%

3.4%

1.7%

1 7%

７. その他の保育施設、サービス、ベビーシッターなど

２．育児休業制度（妻）

６. 企業内保育所

３．育児休業制度（夫）

４ 育児時間制度 短時間勤務制度（妻）

n=59
あてはまるものすべ

て複数回答

回答総数661.7%

0.0%

44.1%

3.4%

４．育児時間制度・短時間勤務制度（妻）

５．育児時間制度・短時間勤務制度（夫）

８. どれも利用しなかった

９．その他

答 数

2 育児休業制度（夫 妻）を利用した方が 職場復帰 あた 安 思 た と（現在利用中 方は42. 育児休業制度（夫・妻）を利用した方が、職場復帰にあたって不安に思ったこと（現在利用中の方は
不安に思っていること）は何か（複数回答）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

63.6%

45.5%

10．復帰にあたっての体力・精神面

２．子育てや家事に対して会社の支援や理解が得

られるか

仕事を忘れ しま いる

・職場復帰にあたって不安に思ったこと
（今、不安に思っていること）では、「復

27.3%

18.2%

18 2%

１．仕事を忘れてしまっている

３．子育てや家事と仕事を両立することに家族の

理解が得られるか

４．元の職場（配属先）には戻れず、配置転換・異

帰にあたっての体力・精神面」と答えた回
答数が最も多く、次いで「会社の支援や理
解が得られるか」の不安となっている。

18.2%

9.1%

9 1%

動させられる

７．（親、近隣、友人、会社の仲間などを含む）周囲

の目

11．不安はほとんどなかった（取得中の方は、今

「育児休業制度」（夫・

妻）と回答した11人の

複数回答

回答総数24

9.1%

27.3%

の時点では不安はない）

12．その他

26
※41，42とも複数回答につき、
合計が100％にならないことに注意



43. 仕事を辞めたと答えた28人に、復職、再就職したい気持ちはあるか

２．ない

無回答
7.1%

１ ある

3.6%

25人

１．ある
89.3% n=28

44. 復職、再就職にあたってどういう支援を希望するか（２つまでの複数回答）. 復職、再就職にあたってどう う支援を希望するか（ までの複数回答）

60.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

７．短時間労働の求人情報

16.0%

12.0%

４．保有する資格や希望する勤務条件等を登録する人材

バンク

１．個別の状況に応じて助言や支援を行うカウンセリング
・復職、再就職希望のある人
の希望する支援策は「短時間

8.0%

8.0%

２．復職・再就職する際の心構え等を教える就職セミナー

６．女性と企業をつなぐマッチングイベント
復職、再就職希望のある25人
の２つまでの複数回答

回答総数30

労働の求人情報」が最も多い。
・限られた求人や働き口の中
ではあるが、行政や商工団体、
企業が一体となって女性労働
力の活用を検討することが強

4.0%

4.0%

３．女性専用で相談を受け付ける窓口の設置

５．窓口に行かなくても相談を受け付けるＷＥＢ相談

回答総数30 力の活用を検討することが強
く求められる。

8.0%その他

27
※44は複数回答につき、
合計が100％にならないことに注意


